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発表の構成発表の構成

•• 大学に関するトピック大学に関するトピック
– 全国625大学（一部高専を含む）の就職指導担当者に大

学就職指導に関する調査票を送付。全体で325通の返送
（回収率52.1％）。

•• 企業に関するトピック企業に関するトピック
– インターンシップを受け入れている先行企業６社、企業が

参画するキャリア形成支援に関与しているＮＰＯ等６法人
の計１２組織にヒアリング調査を実施。

•• （学生に関するトピック）（学生に関するトピック）

•• 日本的インターンシップとキャリアガイダンス日本的インターンシップとキャリアガイダンス



大学に関するトピック大学に関するトピック
～大学就職における急激な環境変化～大学就職における急激な環境変化

•• 大学就職指導の急激な変化大学就職指導の急激な変化
–– 9090年代における大学進学率の上昇年代における大学進学率の上昇

•• 大学生の質の変化大学生の質の変化

•• キャリア意識の成熟に向けた対応キャリア意識の成熟に向けた対応

–– 就職協定廃止への対応就職協定廃止への対応
•• 就職活動早期化と就職指導体制の変化就職活動早期化と就職指導体制の変化

•• キャリアセンター化、就職活動の情報化、体験型のキャリアセンター化、就職活動の情報化、体験型の
就職指導への対応就職指導への対応

•• 全学的な就職指導体制の立ち上げ全学的な就職指導体制の立ち上げ

•• コンピュータの導入コンピュータの導入

•• インターンシップへの対応インターンシップへの対応



大学に関するトピック大学に関するトピック
～ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ化及び情報化への対応～ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ化及び情報化への対応

•• 全学的な就職指導体制の立ち上げ全学的な就職指導体制の立ち上げ
–– ８割弱の大学で、８割弱の大学で、就職指導事務の専任職員就職指導事務の専任職員を置いている。を置いている。

–– ７割弱の大学で、７割弱の大学で、就職指導事務専用の部屋就職指導事務専用の部屋がある。がある。

–– ６割弱の大学で、６割弱の大学で、複数学部にまたがる就職指導組織複数学部にまたがる就職指導組織がある。がある。

•• パソコン、インターネットの導入パソコン、インターネットの導入

–– ９割強の大学で、学生がインターネットが使える９割強の大学で、学生がインターネットが使えるパソコンを自パソコンを自
由に活用できる。由に活用できる。



大学に関するトピック大学に関するトピック
～インターンシップへの対応～インターンシップへの対応①①

•• インターンシップの実施状況インターンシップの実施状況
–– 正規の授業科目で必修・・・正規の授業科目で必修・・・6.5%6.5%
–– 正規の授業科目で選択・・・正規の授業科目で選択・・・46.8%46.8%
–– 企業等が実施するプログラムに学生が自由参加企業等が実施するプログラムに学生が自由参加

・・・・・・32.4%32.4%

–– 就職指導の一環で単位認定あり・・・就職指導の一環で単位認定あり・・・13.6%13.6%
–– 就職指導の一環で単位認定なし・・・就職指導の一環で単位認定なし・・・27.5%27.5%

•• ただし、学生の参加状況は「１割以下」が約６割強。ただし、学生の参加状況は「１割以下」が約６割強。



大学に関するトピック大学に関するトピック
～インターンシップへの対応～インターンシップへの対応②②
•• 受け入れ先企業数・・・受け入れ先企業数・・・平均平均43.843.8社社

–– 約半数の大学で約半数の大学で2020社以下、社以下、5050社以上は約３割社以上は約３割

•• インターンシップ受け入れ先の手配インターンシップ受け入れ先の手配
–– 全学の事務組織全学の事務組織 37.8%37.8%
–– 学部の事務組織学部の事務組織 10.9%10.9%、、
–– 教員による専門の委員会教員による専門の委員会 10.9%10.9%
–– その他その他 35.3%35.3% （各地のｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ推進協議会など）（各地のｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ推進協議会など）

•• インターンシップを行う上での問題点インターンシップを行う上での問題点
–– 企業との連携が難しい企業との連携が難しい 60.6%60.6%
–– 学生の事前指導が難しい学生の事前指導が難しい 52.9%52.9%
–– 学内での連携が難しい学内での連携が難しい 49.2%49.2%



大学に関するトピック大学に関するトピック
～大学側からみた日本的ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの課題～大学側からみた日本的ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの課題

•• 「インターンシップ」の「インターンシップ」の目的の明確化目的の明確化
–– CoCo--opop教育、教育、ApprenticeshipApprenticeship、、internshipinternshipとの比較との比較

–– どういった内容の職場体験を必要としているのかどういった内容の職場体験を必要としているのか

•• 「インターンシップ」の「インターンシップ」の対象者の明確化対象者の明確化
–– 誰に何を提供するのか。誰に何を提供するのか。

•• キャリアガイダンスとの関連性キャリアガイダンスとの関連性の明確化の明確化
–– キャリアガイダンス研究内における「インターンシップ」などキャリアガイダンス研究内における「インターンシップ」など

の職場体験の位置づけは、理論上、いまだ不明確。の職場体験の位置づけは、理論上、いまだ不明確。



大学に関するトピック大学に関するトピック
～職場体験とキャリアガイダンスの関連～職場体験とキャリアガイダンスの関連

•• ExperienceExperience--based learning about work based learning about work (Watts,1996)(Watts,1996)
–– PreparationPreparation（準備）、（準備）、BriefingBriefing（事前説明）、（事前説明）、ActivityActivity（体験）、（体験）、

DebriefingDebriefing（事後説明）、（事後説明）、FollowFollow--upup（フォロー）（フォロー）

–– ExpansiveExpansive（（拡張拡張：キャリアに対する興味関心を広げる）：キャリアに対する興味関心を広げる）
–– SamplingSampling（（サンプリングサンプリング：試行的に経験してみる）：試行的に経験してみる）
–– AnticipatoryAnticipatory（（予期予期：実際に経験してみる）：実際に経験してみる）

–– Work experienceWork experience（職場体験）（職場体験）:  :  tasktask（課業：仕事の内容）（課業：仕事の内容）
–– Work observationWork observation（職場見学）（職場見学）:  :  processprocess（プロセス）（プロセス）
–– Work shadowingWork shadowing（シャドウイング）（シャドウイング）:  :  rolesroles（役割）（役割）
–– Work simulationWork simulation（模擬体験）（模擬体験）:  :  controlled learningcontrolled learning

•• CaseCase--studiesstudies、、RoleRole--playsplays、、GamesGames



企業に関するトピック企業に関するトピック
～大学と企業の連携のあり方～大学と企業の連携のあり方

•• 大学側に、企業の連携のあ大学側に、企業の連携のあ

り方に関して、最も求めていり方に関して、最も求めてい

るものをたずねた。るものをたずねた。

⇒⇒大学側は大学側はインターンシップインターンシップ

の積極的な受け入れの積極的な受け入れを、企を、企

業に対して最も求めていた。業に対して最も求めていた。

•• （その他、企業側との継続的・実質的（その他、企業側との継続的・実質的

な情報交換を求めていた）
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教育内容の把握             
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積極的受け入れ            

必要である やや必要である
な情報交換を求めていた）



企業に関するトピック企業に関するトピック
～インターンシップの制約条件～インターンシップの制約条件

•• 学生ができる職種・業務、学生を指導する担当者、学生ができる職種・業務、学生を指導する担当者、
受け入れ可能な時期・地域などの制約から、企業側受け入れ可能な時期・地域などの制約から、企業側
が提供できるが提供できるインターンシップの場には上限がある。インターンシップの場には上限がある。

•• 実際にインターンシップを希望した時に、本当にその職種が経験でき実際にインターンシップを希望した時に、本当にその職種が経験でき
るかどうか。それが難しい（地方物流Ｂ社）。るかどうか。それが難しい（地方物流Ｂ社）。

•• 夏休み期間中に１～２週間お願いしたいということになると、まだ、受夏休み期間中に１～２週間お願いしたいということになると、まだ、受
けやすい。これが秋とか春とかになると、当社は忙しい時期になるが、けやすい。これが秋とか春とかになると、当社は忙しい時期になるが、
そうなると、率直なところ、構っていられなくなる（地方食品Ｃ社）そうなると、率直なところ、構っていられなくなる（地方食品Ｃ社）

•• 受け入れは、このくらいが限度だと思っている。インターンシップ生が受け入れは、このくらいが限度だと思っている。インターンシップ生が
あまり集中するということになると、うちのスタッフの負担もかかってくあまり集中するということになると、うちのスタッフの負担もかかってく
る（地方ホテルＤ社）。る（地方ホテルＤ社）。



企業に関するトピック企業に関するトピック
～インターンシップメリット～インターンシップメリット

•• インターンシップのメリットインターンシップのメリット
–– 若手社員に実習生を担当させることで社員教育になる若手社員に実習生を担当させることで社員教育になる
–– 若者を職場に入れることで活性化する若者を職場に入れることで活性化する
–– 若い外部の視点で職場を点検してもらうことで改善につな若い外部の視点で職場を点検してもらうことで改善につな

がるがる

•• しかし、既にインターンシップを受け入れている企業しかし、既にインターンシップを受け入れている企業
でも、でも、「現状ではインターンシップ受け入れのメリット「現状ではインターンシップ受け入れのメリット
がない」がない」と認識している場合が多い。と認識している場合が多い。

•本音で言うと、メリットがなくて困っている（都心化学Ｅ社）
•はっきり行って受け入れの満足度合いは低いが、そこに満足を期待
する方が間違っている（地方食品Ｃ社）



企業に関するトピック企業に関するトピック
～インターンシップ受け入れの動機～インターンシップ受け入れの動機

•• 地方・・・地域貢献、ネットワークの維持地方・・・地域貢献、ネットワークの維持
– 現在、地元大企業が率先して行っている。
– 学生が体験できる職種は、その企業の業種によって限定される。
– 限定された業種・職種による体験をどれだけ学生にとって意味あるもの

に仕立てていけるかを、企業は考慮する。

•• 都心・・・企業ＰＲ、企業イメージの維持都心・・・企業ＰＲ、企業イメージの維持
–– 採用活動で多くの学生に出会うが、質の変化に気づく。採用活動で多くの学生に出会うが、質の変化に気づく。

–– 何らかの情報提供を行うことによって、企業を十分に理解させることが何らかの情報提供を行うことによって、企業を十分に理解させることが
重要だと認識する。重要だと認識する。

• 学生の体験をより広い意味で捉え直し、企業社会全体を体験
することによる教育へと高めていくことが重要だと考えている。



企業に関するトピック企業に関するトピック
～採用型インターンシップの可能性～採用型インターンシップの可能性①①
•• 企業側のインターンシップに対する動機づけ企業側のインターンシップに対する動機づけ

⇒⇒採用・訓練との関連づけ採用・訓練との関連づけ

•• 採用型インターンシップの可能性採用型インターンシップの可能性
–– 米国米国CoCo--opop教育で挙げられている企業側のメリット教育で挙げられている企業側のメリット

•• 質の良い学生に低コストで接触できる効果的な採用手段であり、質の良い学生に低コストで接触できる効果的な採用手段であり、

•• 結果的に入社後の訓練コストやマッチングも良好になること結果的に入社後の訓練コストやマッチングも良好になること
（（NCCENCCE：：National Commission for Cooperative EducationNational Commission for Cooperative Education

http://www.cohttp://www.co--op.eduop.edu//）他。）他。

•• 現在、採用型ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを行っていない企業は、い現在、採用型ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを行っていない企業は、い
くつかの理由からくつかの理由から採用とｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを結びつけるこ採用とｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを結びつけるこ
とを慎重に考えている。とを慎重に考えている。
–– スケジュールの問題、スケジュールの問題、 効率の問題効率の問題



企業に関するトピック企業に関するトピック
～採用型インターンシップの可能性～採用型インターンシップの可能性②②
•• スケジュールの問題スケジュールの問題

–– 日本の現状では３年生の夏休みがインターンシップのシー日本の現状では３年生の夏休みがインターンシップのシー
ズンとなっている。ズンとなっている。

–– 採用選考がよりいっそう早期化する。採用選考がよりいっそう早期化する。
–– 在学期間が１年半以上残っている段階で選考を行う意味在学期間が１年半以上残っている段階で選考を行う意味

づけづけが難しい。が難しい。

・夏に採用型のインターンシップをやるとしたら、何年生を相手にするかが
難しくなる。３年生の夏休みに採用というのはやはり無理だと思う。あと１年
半もまだ学生期間が残っていて、その間、どう成長するのか分からない（都
心化学Ｅ社）。
・４月の一括採用からは、インターンシップはあくまでインターンシップであ
り、採用選考のスケジュールとは違う（都心コンピュータＣ社）。



企業に関するトピック企業に関するトピック
～採用型インターンシップの可能性～採用型インターンシップの可能性③③

•• 効率の問題効率の問題
– 接触できる学生数が限定される。

– インターンシップの受け入れ可能な範囲で学生と接触するため
に絶対数が限られる。

– 現在の採用選考ではインターネットなどを活用した方が接触で
きる学生の絶対数を確保できる。

– インターンシップが可能な業種、職種、企業は限られて
いるため、インターンシップが効率的な採用ツールにな
る企業規模や業種、地域はある程度限定される。

分母が限られてしまう。一般の公募であれば、特に今はインターネットが
あるし、数千人からの応募者が来る。インターンシップは地元の大学し
かない。（中略）１割もいれば、上出来ではないか。学生の側でも希望が
あるので、そこは難しいと思う。（地方食品Ｃ社）



企業に関するトピック企業に関するトピック
～採用型インターンシップの可能性～採用型インターンシップの可能性④④

•• 採用基準として企業に対する採用基準として企業に対する「やる気」を重視「やる気」を重視している。している。

–– 必ずしもインターンシップが効率的な採用手段にはならず、必ずしもインターンシップが効率的な採用手段にはならず、
短時間に面接などを行って人物評価を行えば十分な対費短時間に面接などを行って人物評価を行えば十分な対費
用効果が得られるとの声もある。用効果が得られるとの声もある。

・ただ、今のところ、会社が採用・ただ、今のところ、会社が採用するのするのはやる気。基礎能力とか適性とかはやる気。基礎能力とか適性とか
は、後からついてくるのであって、やはりやる気はそこの会社で働くというは、後からついてくるのであって、やはりやる気はそこの会社で働くという
意欲があるかないかで決断すると思う（地方造船Ａ社）。意欲があるかないかで決断すると思う（地方造船Ａ社）。
・一定の採用基準があるので、優秀な方、やる気がある方を採用するとい・一定の採用基準があるので、優秀な方、やる気がある方を採用するとい
うことになる。そういう人がインターンシップの中から見出せるとは思わなうことになる。そういう人がインターンシップの中から見出せるとは思わな
い（地方食品Ｃ社）。い（地方食品Ｃ社）。

•• インターンシップが効率的な採用手段となるためには、いくつインターンシップが効率的な採用手段となるためには、いくつ
かの条件がある。コストのかかる採用手段であるため、そのかの条件がある。コストのかかる採用手段であるため、その
発展が疑問視されている。発展が疑問視されている。



企業に関するトピック企業に関するトピック
～単位取得型ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの可能性～単位取得型ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの可能性①①

•• 現状では、現状では、単位取得型インターンシップにも企業側単位取得型インターンシップにも企業側
は概して否定的。は概して否定的。

・熱心な学生が来てくれるので何とかなっている。単位を取るために全員
来るようになったらだめだろう（地方物流Ｂ社）。
・インターンシップの目的をはっきりさせる必要がある。本来は、単位をと
るためだけということではないと思う。きちんと送り出す前に学生に動機
づけをして目的意識を持たせるべきだ（地方食品Ｃ社）。

•• 「単位取得」を目的とした学生は受け入れたくないと考えてい「単位取得」を目的とした学生は受け入れたくないと考えてい
る。る。

•• 企業側に利益がないばかりか、大学の代用として教育の場を企業側に利益がないばかりか、大学の代用として教育の場を
提供するのは本末転倒と捉えられている。提供するのは本末転倒と捉えられている。



企業に関するトピック企業に関するトピック
～単位取得型ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの可能性～単位取得型ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの可能性②②

•• 「企業が行うべき教育」と「学校が行うべき教育」があると認識「企業が行うべき教育」と「学校が行うべき教育」があると認識

–– 学校で、学校で、動機づけと最低限の基礎知識動機づけと最低限の基礎知識は付与してほしいは付与してほしい
と考えている。と考えている。

・企業側として言いたいのは、派遣する時にしっかりと動機づけをしてほ
しいというのが第一となる。（地方食品Ｃ社）。
・あまりにも全部、企業任せだと困る。ある程度までは学校教育と家庭教
育でちゃんとやるべきことをやった上で、企業でやるべきところがあると
思う（都心化学Ｅ社）。
・大学が起点である。大学の勉強が終わって実力プラスαであれば良い。
大学を休んで、休学してインターンシップということでは、大学に行ってい
る意味は何かということになる（都心電機Ｆ社）。



企業に関するトピック企業に関するトピック
～単位取得型ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの可能性～単位取得型ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの可能性③③

•• 学校側で特色あるインターンシッププログラムを用意する学校側で特色あるインターンシッププログラムを用意することこと
によって、企業側のインターンシップ受け入れの動機づけがによって、企業側のインターンシップ受け入れの動機づけが
高まる。高まる。

・企業に受け入れの依頼をしてＯＫが出たらプログラムをつくって下さいとい
うが、それはありえない。ここではこちらからプログラムを提案をする。そう
いうことをせずに企業にメリットがないとか、インターンが広がらないという
のは問題がある。
•教育プログラムの企画という発想が重要であり、それを誰が考えるか。（中
略）そこを企業と話をして、企業とカリキュラムを一緒に作るというのが今は
なかなかできない。 【ＮＰＯ法人ヒアリング調査より】

•• テーマ設定型（テーマ設定型（oror成果追求型）のインターンシッププログラム成果追求型）のインターンシッププログラム
を大学側から提案して、を大学側から提案して、プログラムの内容を差別化する。プログラムの内容を差別化する。
⇒⇒企業の方でも、動機づけをもって依頼を受けやすくなる。企業の方でも、動機づけをもって依頼を受けやすくなる。



企業に関するトピック企業に関するトピック
～多様なｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの可能性の確保～多様なｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの可能性の確保

• インターンシップのあり方には様々な議論がある。

•• 大学と企業は適度な関係を保つ必要があると考えます。例えば、採大学と企業は適度な関係を保つ必要があると考えます。例えば、採
用直結インターンシップは実質的就職活動の早期化を招くため反対用直結インターンシップは実質的就職活動の早期化を招くため反対
です。学生を支援するために就職関係の諸施策は必要ですが、大学です。学生を支援するために就職関係の諸施策は必要ですが、大学
は就職予備校ではありません。そのあたりのバランスを図っていく必は就職予備校ではありません。そのあたりのバランスを図っていく必
要があり、重要なことだと考えます。要があり、重要なことだと考えます。((九州・公立九州・公立))

• 様々なタイプのインターンシップがあるが、一律にどのタイプ
が望ましいと言えない。

• 企業の目的や戦略にそった形で様々なタイプのインターン
シップが可能となるように多様な選択肢を確保する。
– 企業が積極的に参画しやすいような環境整備の必要性。
– ex.)採用型インターンシップ⇒９月採用、通年採用、卒業後採用へ

向けた環境整備など



学生に関するトピック学生に関するトピック
～就職ガイダンスへの参加状況～就職ガイダンスへの参加状況

•• 学生のガイダンスへの学生のガイダンスへの
参加状況が悪い。参加状況が悪い。
–– 就職を希望する学生のう就職を希望する学生のう

ち約ち約60%60%が出席が出席

–– 「学生の就職に対する意「学生の就職に対する意
欲」が低い欲」が低いのが改めて問のが改めて問
題となっている。題となっている。

•• また、インターンシップまた、インターンシップ
運営上の問題の１つは運営上の問題の１つは
「学生の関心が薄い」。

0 20 40 60 80 100

学生のニーズが分からない

就職支援策にのらない学生

は仕方ない                    

就職活動にかけられる時間

が少ない                      

呼び出し指導などに応じない

ｱﾙﾊﾞｲﾄなど学生の他の活動

に妨げられる                   

学生の就職に対する意欲が

低い                              

「学生の関心が薄い」。



学生に関するトピック学生に関するトピック
～就職活動の早期化とキャリア意識～就職活動の早期化とキャリア意識

•• 日本の大学就職活動における早期化の弊害日本の大学就職活動における早期化の弊害

–– 大学生のキャリア意識が未熟である原因の１つには、就大学生のキャリア意識が未熟である原因の１つには、就
職活動の早期化もある。職活動の早期化もある。

••学生のキャリア準備活動が不足する大きな要因として採用活動の学生のキャリア準備活動が不足する大きな要因として採用活動の
早期化がある。４年次になってからの活動であれば概ね対処できる早期化がある。４年次になってからの活動であれば概ね対処できる
のではないか。のではないか。((中部・私立中部・私立))
••４年夏～秋の採用活動であれば学生も就職意識を高めて臨める。４年夏～秋の採用活動であれば学生も就職意識を高めて臨める。
((中部・私立中部・私立))
••採用活動の過度な早期化を是正してもらえることが、実は一番有採用活動の過度な早期化を是正してもらえることが、実は一番有
効だと思う。３年の１０月～１１月頃から企業研究の範囲を超えた採効だと思う。３年の１０月～１１月頃から企業研究の範囲を超えた採
用情報の提供、受付（エントリー）が行われており、これではまともな用情報の提供、受付（エントリー）が行われており、これではまともな
準備は難しいと思います。準備は難しいと思います。((中部・私立中部・私立))



学生に関するトピック学生に関するトピック
～インターンシップとヒューマンスキル～インターンシップとヒューマンスキル

•• 日本における「礼儀・マナー」などのヒューマンスキル日本における「礼儀・マナー」などのヒューマンスキル
の重視の重視

–– インターンシップの効果を「ヒューマンスキルの向上」に求インターンシップの効果を「ヒューマンスキルの向上」に求
める考え方める考え方⇒⇒ヒューマンスキルはどこで身につけるのか。ヒューマンスキルはどこで身につけるのか。

•• 企業側は、「礼儀・マナー」などの企業側は、「礼儀・マナー」などの最低限のことは学最低限のことは学
校でやってもらいたい校でやってもらいたいと考えている。と考えている。

–– キャリア意識形成の基盤は、学校の中で行うべきだと考えキャリア意識形成の基盤は、学校の中で行うべきだと考え
ている。ている。

–– または、より年少の段階から徐々に形成すべきもの、家庭または、より年少の段階から徐々に形成すべきもの、家庭
で形成すべきものと考えている。で形成すべきものと考えている。



学生に関するトピック学生に関するトピック
～インターンシップとレディネス～インターンシップとレディネス

•• 学生のレディネス（準備度）が整わない段階でインターンシッ学生のレディネス（準備度）が整わない段階でインターンシッ
プを行うことの是非プを行うことの是非
–– キャリア意識形成に向けた動機づけを与えるために（キャリア意識形成に向けた動機づけを与えるために（expansiveexpansiveな目な目

的で）、低学年段階でインターンシップを行う。的で）、低学年段階でインターンシップを行う。

–– 十分な水準のキャリア意識を形成する前の学生をインターンシップに十分な水準のキャリア意識を形成する前の学生をインターンシップに
送り込むことは、企業側にとって負担が大きい。送り込むことは、企業側にとって負担が大きい。

•• 学校内で可能なキャリアガイダンス、学部授業との関連づけ学校内で可能なキャリアガイダンス、学部授業との関連づけ
を検討する。を検討する。

•• 単に就労体験プログラムを整備する。単に就労体験プログラムを整備する。
⇒⇒目的意識を明確にし、テーマをもった就労体験を行い、目的意識を明確にし、テーマをもった就労体験を行い、

他の就労体験プログラムと差別化他の就労体験プログラムと差別化する。する。



学生に関するトピック学生に関するトピック
～最近のキャリア発達理論より～最近のキャリア発達理論より

•• 機能的でないキャリアに関する思考（機能的でないキャリアに関する思考（Dysfunctional Dysfunctional 
career thoughtscareer thoughts：：Nevo,1987Nevo,1987））
–– 「世界にたった１つの自分ぴったりの職業がある」「世界にたった１つの自分ぴったりの職業がある」
–– 「完璧な職業選択ができるまで満足しない」「完璧な職業選択ができるまで満足しない」
–– 「自分にあった職業を、直感的に感じなければならない」「自分にあった職業を、直感的に感じなければならない」

•• 進路選択に関する非合理的信念進路選択に関する非合理的信念(irrational (irrational 
beliefsbeliefs：若松，：若松，20012001；； cf. Steadcf. Steadらら,1993),1993)
–– 「考慮する選択肢が収束せず、拡散してしまう」「考慮する選択肢が収束せず、拡散してしまう」
–– 「考えようとしても情報や答が得にくい問題が気になる」「考えようとしても情報や答が得にくい問題が気になる」

•• 将来における自身や情勢の変化に関するもの将来における自身や情勢の変化に関するもの

•• 偶然性の強い進路先の状況に関するもの偶然性の強い進路先の状況に関するもの

•• 自己の能力や向き・不向きに関するもの自己の能力や向き・不向きに関するもの



まとめまとめ①①
～キャリアガイダンスの視点～キャリアガイダンスの視点

•• 大学に関するトピック大学に関するトピック

•• 企業に関するトピック企業に関するトピック

•• 学生に関するトピック学生に関するトピック

・教育効果が高いものとするためには、キャリア教育やキャリアガイダンスの
ようなニュアンスが入っていった方が良い。それは要素として絶対に欠かせ
ない。例えば、工学部系の先生方にインターンシップの話をすると、そんなの
昔から工場実習でやっていますと言うが、そこにはキャリアという考え方、
キャリア教育という考え方はない。（ＮＰＯ法人インタビューより）

•• インターンシップを中心とする職場体験を、キャリアガイダンスの中でどインターンシップを中心とする職場体験を、キャリアガイダンスの中でど
のように位置づけるかは、十分に研究が進んでいない。のように位置づけるかは、十分に研究が進んでいない。

•• キャリアガイダンスサービスの１つのオプションとして、どのような学生にキャリアガイダンスサービスの１つのオプションとして、どのような学生に
どのような目的で、どのような他のメニューと組み合わせた場合に効果的どのような目的で、どのような他のメニューと組み合わせた場合に効果的
か、などいくつかの研究課題が残されている。か、などいくつかの研究課題が残されている。



まとめまとめ②②
～インターンシップとキャリアガイダンス～インターンシップとキャリアガイダンス

•• 低学年段階からのキャリアガイダンス低学年段階からのキャリアガイダンス
–– 卒業までに時間がある段階での「インターンシップ」の意味づけ卒業までに時間がある段階での「インターンシップ」の意味づけ

⇒⇒キャリアガイダンスプログラムとの関連づけキャリアガイダンスプログラムとの関連づけ
⇒⇒学部の授業科目との関連づけ学部の授業科目との関連づけ

•• 高校時代の進学指導とキャリアガイダンス高校時代の進学指導とキャリアガイダンス
–– 現在の進学指導をさらに深めて、キャリア意識の啓発と関連づける現在の進学指導をさらに深めて、キャリア意識の啓発と関連づける
–– キャリア意識を持った大学１～２年生に対して、より有益なキャリアガキャリア意識を持った大学１～２年生に対して、より有益なキャリアガ

イダンスイダンス

•• 地方大学におけるキャリアガイダンス地方大学におけるキャリアガイダンス
–– 採用型、テーマ型などの高度なインターンシップが有効に機能する水採用型、テーマ型などの高度なインターンシップが有効に機能する水

準にないキャリア意識の未成熟な学生も増加準にないキャリア意識の未成熟な学生も増加
–– Work SimulationWork Simulation、企業人による授業など学内で行えるキャリアガイ、企業人による授業など学内で行えるキャリアガイ

ダンスの充実ダンスの充実
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